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AWS Black Belt Tech Webinar へようこそ！

参加者は、自動的にミュートになっています

質問を投げることができます！

• オンラインセミナーの仕組みを使って、書き込んでください

• 最後の Ｑ＆Ａ の時間で、できるだけ回答させて頂きます

Twitter のハッシュタグは #awsblackbelt でどうぞ



AWS Black Belt Tech Webinar 2015
(旧マイスターシリーズ)

今後の配信予定

• 7/22 AWS Device Farm

• 7/22 AWS CLI & AWS Tools for Windows PowerShell 

• 7/29 AWS CloudHSM & AWS Key Management Service

申し込みサイト

• http://aws.amazon.com/jp/event_schedule/

http://aws.amazon.com/jp/event_schedule/


自己紹介
{

"Name" : "西谷圭介",

"Twitter" : "@Keisuke69",

"Profile" : {

"Role" : "Solution Architect",

"Customers": [ 

"Web Services", 

"Start-up"

],

"Services" : [ 

"AWS Lambda",

"Mobile Services"

]

}

}



自己紹介
{

“Name” : "清水崇之",

"Twitter" : "@shimy_net",

"Profile" : {

"Role" : "Solutions Architect",

"Customers": [ 

"Web Services", 

"なんでもOK"

],

"Services" : [ 

"AWS Device Farm",

"Mobile Services"

]

}

}



アジェンダ
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• ユースケース

• 利用料金

• まとめ

• Q&A
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アプリの品質は重要である

• 48% のユーザーは、バグやパフォーマンスの
問題があれば、アプリを削除する。

• 32% のユーザーは、このような問題が発生す
ると、競合アプリを探す。

• ユーザー獲得コストは、アプリごとに 2.74 
ドルとなっており、2014 年 4 月 に比べて年
間で 80% 増加している。

Failing to meet mobile app user expectations - A mobile app user 
survey from Dimensional Research (2015/3/30)
http://go.saas.hp.com/apppulse-mobile-survey

Mobile Marketing Costs See Unprecedented Year-over-Year Growth, 
According to the Fiksu Indexes (2015/5/29)
https://www.fiksu.com/about/news-releases/fiksu-indexes-mobile-
marketing-costs-see-unprecedented-year-over-year-growth



高品質なアプリを提供するのが、なぜ難しい？

• ほとんどの問題は、デバイスのスペッ
クに起因する。

• ユーザーが持っている実デバイスと同
じものでテストしなければならない。

• 市場には多くのデバイスとOSバージョ
ンの組み合わせがある。

• 大量のデバイスを備えたテストラボを
維持するのは、高コストで複雑である。

• 手作業によるテストは遅い。

Open Signal - Android Fragmentation Visualized (2014/8)
http://opensignal.com/reports/2014/android-fragmentation/



デバイス／OS の置き換えは加速している

• ユーザーが持っている Android デバイ
スの種類は前年 11,868 に対して、
2014 年 8 月では 18,796 に増加して
いる。

• Android ユーザーの 38% は Jelly 
Bean, 39 % は KitKat, 12% は
Lolipop, 10% はまだ Gingerbread と
Ice Cream Sandwich を利用している。

Open Signal - Android Fragmentation Visualized (2014/8)
http://opensignal.com/reports/2014/android-fragmentation/

Android Developers (2015/6)
http://developer.android.com/intl/zh-CN/about/dashboards/index.html



テストにかかるコストと複雑さは増加している

• エンタープライズ IT テストと QA 予算の
全体比率は 2012 年の 18% から 2014 年
の 26% に増加しており、35% の組織は
この予算配分に満足していない。

• 10 人に 4 人の IT 経営者が、アプリを適
切にテストする時間がないと言っている。

• 51% の開発者が、コストと時間の制約の
ため、テストできないと言っている。

Capgemini - World Quality Report 2014-15
https://www.capgemini.com/thought-leadership/world-quality-report-2014-15

77% of Mobile App Purchasers Have Concerns When Buying Mobile Apps - Harris (2013/8/20)
http://www.businesswire.com/news/home/20130820006244/en/77-Mobile-App-Purchasers-
Concerns-Buying-Mobile#.Vaz9yaad1N0
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Android、Fire OS アプリを
アップロードして、テスト内
容を設定して、デバイスを選

択する。

選択したデバイスをまたいで
並列にアプリをテストできる。

迅速かつ安全である。

バグ、パフォーマンス、その
他の問題を、数分のうちに詳

細にレポートする。

YOUR
APP +

AWS Device Farm

AWS クラウドにホスティングされた数多くのスマートフォン、タブレット、その
他の 実デバイスで、迅速かつ安全に Android、Fire OS アプリをテストして品質
を向上できる。



DEMO

プロジェクトの作成 アプリのアップロード

アプリ情報の確認 テストのアップロード



デバイスの選択 環境の設定

テスト内容の確認 テストの実施



テスト結果のサマリ テスト結果の詳細

スクリーンショットの確認 パフォーマンスの確認



デバイス

• デバイスのプロファイルは、製造メーカー／型＆モデル／OS バージョン／キャリア
の組み合わせである。

• AWS データセンターにホスティングされており、ユーザーの要求に応じてスケール
できる。

• 十分なキャパシティ（多くの同一のデバイスプロファイル）を保有している。

• ルート権限では動作しない。

• 市場情報に基づいてデバイスは用意される。

• 新しいデバイスが発売されたら追加される。

新しいデバイス
最新のデバイスセット

を利用できる
AWS データセンター



デバイス

テストでは、互換性のあるすべてのデバイスから個別に選択できる。もしくは、
利用したいデバイスを事前に選択しておきデバイスプールを作成することもで
きる。

注意）デフォルトでは数個の試用デバイスしか利用できない。すべてのデバイスを利用するには申請が必要。



複数のフレームワークをサポート

テストオートメーションフレームワーク

• Appium（JUnit, TestNG）

• Calabash

• Instrumentation（JUnit, Espresso, Robotium）

• uiautomator

ポイント

• プロジェクトごとに最適なソリューションを使ってテストを作れる。

• 開発チームと QA チームで要件が異なっても、ひとつの共通プラットフォームに統合できる。

• 新しく出現してくるフレームワークもサポートされることで統合できる。



https://github.com/appium/sample-code – AndroidTest.java



https://github.com/appium/sample-code – AndroidContactsTest.java



http://calaba.sh/



ビルトインのテストスイート

ビルトイン Fuzz テスト

Fuzz テストはアプリにランダムなユーザー入力（タッチ、スワイプ、キーボード入力）を与
えて UI テストを実施する。イベント数、イベント間隔、ランダムイベントに使われる乱数根
(seed)を設定できる。テストをまたいで同じ乱数根(seed)を利用すれば、同じイベントのシー
ケンスを再現できる。

ポイント

• テストスクリプトを書かずにテストを実施できる。

• 数分で互換性問題を特定できる。

• テストスクリプトは以下の動作をする。

• アプリのインストール

• アプリの起動

• Fuzz テスト

• アプリのアンインストール



並列実行

並列実行

• 選択したデバイスで並列にテストを実施できる。

• 十分なキャパシティ（多くの同一のデバイスプロファイル）を保有している。

• デバイスプロファイルの利用が満杯になると、デバイスごとにキュー待ちになる。

• テストが完了したらデバイスごとに結果を得られる。

ポイント

• オートメーションテストを一日何回も実施するような場合に有効。

• 自前のオートメーションソリューションで、大量のデバイスで並列実行できるようなイン
フラを構築することは、複雑で技術的なチャレンジであるが、 AWS Device Farm であれ
ば簡単に実現。



実世界のシナリオを再現するために環境を設定できる

実世界のシナリオを再現するためにデバイスの状態を設定できる。

• 言語／地域の選択

• 位置情報（経緯度）

• ネットワークの状況

- WiFi、Bluetooth、GPS、NFC

• 追加のデータ

• 他アプリのインストール



レポート

レポートは、各デバイスごとの詳細情報だけでなく高度な結果を含んでいる。

• 成功／失敗の情報

• クラッシュレポート

• テストログ

• デバイスログ

• スクリーンショット

• パフォーマンス情報



レポート – 原因調査

個々の問題を掘り下げて調査できる。



レポート – スクリーンショット

テストでキャプチャされたスクリーンショットを取得できる。



レポート – パフォーマンス

テストにおけるパフォーマンス（CPU、メモリ利用、スレッド数）を調査できる。



レポート – ログ

テストで作成されたログなどのファイルを取得できる。



開発／テストのワークフローと統合

• AWS マネージメントコンソールから利用できる。

• Jenkins プラグインを利用して Jenkins CI サーバーから利用できる。

• その他ワークフローのためにフル機能の API を利用できる。

• テストのセットアップ、テストの開始、テスト状況の取得

• レポーティング情報のダウンロード



Jenkins プラグイン

Jenkins CI サーバーと AWS Device Farm を機能的に連携するプラグイン

AWS Device Farm Jenkins Plugin
https://github.com/awslabs/aws-device-farm-jenkins-plugin



Jenkins プラグイン

テスト結果（スクリーンショット、ログなど）をダウンロードすることも可能。



セキュリティ

• AWS Device Farm とのすべての通信は SSL コネクション上で行われる。

• テストが終われば、インストールされたアプリはすべてアンインストールされる。

• 電話番号、追加アカウント、外部データを含むデバイス上のすべてのデータは削
除される。

• AWS 上に一時保存されたアプリとファイルは自動的に 30 日経過すると削除され
る。

• テスト中、各デバイスはユーザーに専有される。

• デバイスは他のデバイスから独立しており、WiFi、Bluetooth、その他のワイヤレ
ステクノロジーは他のデバイスにアクセスできない。

• 外部ネットワーク接続はインターネットに限定されており、他のデバイスへ接続
できるネットワークはない。

• すべてのデバイスを利用できるように認証がとれるまでは、数個の試用デバイス
の利用のみに限定される。（すべてのデバイスを利用するには要申請）



• アップロードできるアプリは最大 4GB まで。

• 利用できるデバイス数に上限はないが、並列実行数は最大 5 （緩和可）

• WiFi によるインターネット接続ができるが、キャリアのコネクションは持っ
ておらず、電話の発信や SMS メッセージの送信はできない。

• フロントおよびリアのカメラで写真を撮影できるが、デバイスが設置されて
いる環境に依存して暗くピンぼけした写真となる。

• Google Play サービスはインストールされておりサポートされているが、ア
クティブな Google アカウントは持っていない。

• 製造メーカーやキャリアによる最低限のアプリのみプリインストールされて
いる。

• PhoneGap, Titanium, Xamarin, Unity, その他フレームワークで作成されたハ
イブリッドアプリもサポート。

その他
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あらゆるモバイルアプリに向けたソリューションである

• モバイルバンキング

• オンライン証券

• 保険

• ヘルスケア

• 小売

• 旅行

• メディア＆エンタメ

• ビデオ／テレビ

• トレーニング

• 教育

• ゲーム

• メッセージ

• ソーシャル

• 経費

• 飲食

• クーポン

• 運送

• フィットネス

• 石油＆ガス

• エンタープライズ

• 支払い

• 政府

• モバイル SDK

• CRM



ユースケースごとの比較

エンタープライズ／大規模のビジネス

• すべてのモバイルビジネスに活用できるプラットフォームである。

• 自前でオートメーションソリューションを構築／運用しなくてよい。

• いままで利用したことのないようなデバイスも利用できる。

小／中規模のビジネス

• いままで所有できなかったデバイスを利用できる。

• 手作業ではリソースを限定していたが、自動化することで効率的にテストできるようになる。

SIer／ コンサルティングパートナー

• 自社サービスを提供するために、プラットフォームを活用できる。

• ビジネスを横展開するために、再利用できる技術と資産を作ることができる。



自前のソリューション

初期投資／運用が高コスト

新しいデバイスの追加とOSバージョンのアッ

プデートは一日仕事である

いつでも利用できるようにデバイスをオンラ

インに保たなければならない

並列実行、データ収集、レポーティングなど、

オートメーション機構を構築することは大変

自前のソリューションとの比較

AWS Device Farm

従量課金により低コスト

ユーザーが利用しているデバイスとOSバー

ジョンに遅れをとらない

AWS データセンターにホスティングされた

デバイスの高い信頼性と可用性

高品質なアプリを提供することに集中できる



導入に際して

• すでにテストオートメーションを利用もしくは計画している。

• もっと多くのデバイスを利用したい。

• 自前でデバイスやインフラを管理したくない。

→すぐに AWS Device Farm に置き換え可能

• まだテストオートメーションを利用していない。

• テストスクリプトを作成するリソースが足りない。

• テストを実施するリソースが足りない。

→まずは Fuzz テストから
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利用料金

従量課金

- テストを実行するのに必要となった Device Minutes によって

つまり、デバイス数×時間(分) によって計測される。

• 無料枠は： 250 Device Minutes

• 以後は ： 1 Device Minute あたり 0.17 ドル

定額オプション

- １デバイスあたり月額 250 ドル

• 定額でデバイスを利用できる。

• サブスクリプションを変更しなくても、いつでも数多くの Android デ
バイスから必要なデバイスを選択できる。
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• クラウドにホスティングされた数多くの Android, Fire OS の実デバイスでテ
ストを実施できる。

• 複数のフレームワークを利用できる。

• テストスクリプト不要のビルトイン Fuzz テストを利用できる。

• テストを並列実行でき、数分で結果を得られる

• 実世界のシナリオを再現するために、テスト環境を設定できる（言語、ロ
ケーション、デバイス状態など）

• テスト結果をすぐに取得できる（スクリーンショット、デバイスログ、パ
フォーマンスデータなど）

• Jenkins など継続的インテグレーション（CI）や他ワークフローの一部とし
てテストを実施できる。

AWS Device Farm のポイント
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Q&A



Webinar 資料の配置場所

AWS クラウドサービス活用資料集
• http://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/

http://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/


公式 Twitter / Facebook
AWS の最新情報をお届けします

@awscloud_jp

検索

最新技術情報、イベント情報、お役立ち情報、お得なキャンペーン情報などを
日々更新しています！

もしくは
http://on.fb.me/1vR8yWm





次回の AWS Black Belt Tech Webinar は、

7月22日 18:00～
～ CLI & AWS Tools for Windows PowerShell ～



ご参加ありがとうございました。


